
 

愛知県感染症情報 
 

   平成 13 年第 26 週（6 月第 4 週） 

（コメント）                                

 手 足口病、ヘルパンギーナは流行中です。これらの疾病は、夏に向

けてこれからピークをむかえるので十分注意してください。  

 伝 染性紅斑は、尾張北部の地域で報告が多いようです。咽頭結膜熱

及び流行性耳下腺炎は、依然昨年より多い状況が続いています。  

手 足 口 病 （名 古 屋 市 を 含 む 。平 成 1 1年 は 、 1 3週 （ 4月 1日 ～ ）か ら ）
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ヘ ル パ ン ギ ー ナ （名 古 屋 市 を含 む 。平 成 11年 は 、 1 3週 （ 4月 1日 ～ ）か ら ）
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（定点の先生方からのコメント）  

 尾張西部地区   

・  高熱（ 39℃）の児多いです。水痘２例、ワクチン歴あり  

  （一宮市  あさのこどもクリニック）  

・  手足口病流行（１例、溶連菌感染も併発）  

  （一宮市  後藤小児科）  

・  病原性大腸菌検出者（ O1 １歳男２名、 O168 ３歳男）   

   手足口病及び伝染性紅斑が多くなりました。  

  （尾西市  城後小児科）  

・  手足口病、ヘルパンギーナ、伝染性紅斑多発続発中。咽頭結膜熱

散発。水痘もあり。  



  （岩倉市  医療法人なかよしこどもクリニック）  

・  手足口病、ヘルパンギーナなどの夏かぜが増加してきました。水

痘、流行性耳下腺炎、伝染性紅斑の小流行続いています。  

  （江南市  みやぐちこどもクリニック）     

 尾張東部地区  

・  17 歳の麻疹は予防接種済みで、日進の高校で流行している。プー

ル 熱 も 多 い が 、 ア デ ノ チ ェ ッ ク 陽 性 の 扁 桃 炎 も 多 い 。 ヘ ル パ ン

ギーナ増加。  

  （瀬戸市  津田こどもクリニック）  

・  ヘルパンギーナ急増（発熱は２日程度の症例がほとんどです）。

手足口病、水痘も増加傾向です。アデノウイルス感染症も流行続

いています（高熱が持続する例多いです）。  

  （尾張旭市  佐伯小児科医院）  

・  カンピロバクター感染性腸炎１名。  

  （豊明市  豊明団地診療所）  

・  咽頭結膜熱、家族内発生がみられる。例年に比較して同疾患が多

い。  

  （長久手町  スズムラ眼科医院）  

・  水痘とムンプスの流行が続いています。ヘルパンギ－ナ多くなり

ました。  

  （春日井市  朝宮こどもクリニック）  

・  今週はヘルパンギ－ナが急増しました。  

  （春日井市  かちがわ北病院）  

・  ヘルパンギ－ナ流行。  

  （小牧市  小牧市民病院）  

・  夏カゼが増えてきました。  水痘７歳女  水痘ワクチン済み  

  病原性大腸菌 O25 VT1・ 2（－）  １歳男   

  （東海市  小児科ハヤカワ医院）  

 西三河地区    

・  カンピロバクター腸炎  7 歳女  

    （豊田市  星ヶ丘田中こどもクリニック）  

・  サルモネラ sp． O9 

  Ｅ .Coli O18 4 歳男。伝染性紅斑小流行  

  （豊田市  やふそ小児科）  

・  水痘  ７歳男  平成９年にワクチン接種、弟より感染、軽症。  

  （岡崎市  小児科延寿堂杉浦医院）  

 



 

・  麻疹の２歳は前回の弟ワクチン未接種。百日咳の２例は兄弟でワ

クチン未接種、姉の方は２週間前からレプリーゼ（ 2＋）もう１人

の兄弟は DPT２回接種で症状なし。  

  （岡崎市  医療法人深田小児科）  

・  ヘルパンギーナが増えてきました。  

   （岡崎市  花田こどもクリニック）  

・  カンピロバクター  11 歳男  

  （岡崎市  にいのみ小児科）  

・  病原性大腸菌 O152 VT1・ 2（－）  18 歳女  

  （幸田町  とみた小児科）  

・  手足口病、ヘルパンギーナが増加  

  幼児から学童で発熱、嘔吐を訴える胃腸炎が目立ちます。  

  （碧南市  永井小児クリニック）  

・  ヘルパンギーナ増加中     

  （知立市  宮谷こどもクリニック）  

・  マイコプラズマ肺炎  3 歳女  

  （三好町  三好町立三好病院）  

 東三河地区  

・  夏風邪で解熱後発疹が出るケースが時々ある。幼稚園で咽頭結膜

熱が流行中。手足口病の 2 人は四日市の子です。ヘルパンギーナ

で 熱 性 け い れ ん の 子 が 2 名 あ り 。 カ ン ピ ロ 腸 炎 男 児 あ り 。   

（豊橋市  こどもの国大谷小児科）   

・  今週も高熱児が目立つ。全身に発疹を伴う例もあり。伝染性紅斑、

散発している。  

  （田原町   かわせ小児科）  

 

 （ 1～ 3 類感染症の発生状況）  

●腸管出血性大腸菌感染症患者 1 名  

・  豊田市保健所から報告の 18 歳男。 6/19 発病、 6/19 初診、 6/27 診

定。菌型は、 O157 VT1・ 2（ +）  

 

 （全数把握の 4 類感染症の発生状況）  

・  急性ウイルス肝炎 A 型患者１名。  

・  後 天性免疫不全症候群（ HIV 感 染症を含む）の無症候性キャリア      

１名  

 

 



 

◆  第 24 週（ 6 月 11 日～ 6 月 17 日）の 4 類感染症の全国状況  

 麻疹は過去 5 年間の同時期と比較して定点当たり報告数が多い状態

が続いており、都道府県別では沖縄県 1.4 、宮崎県 1.3などの報告があ

る。流行性耳下腺炎は、最近 10 年間の当該週と比較して最大の定点当

たり報告数が続いており、福井県 7.0 、福岡県 4.3 、佐賀県 4.2 など

の報告がある。咽頭結膜熱は、最近 10 年間の当該週と比較して最大の

定点当たり報告数が 2000年 第 41週 から続いており、夏の本格的なシー

ズンに向けて増加中である。都道府県別では滋賀県 0.9、山口県 0.8 、

愛知県 0.6 な どの報告がある。伝染性紅斑、流行性角結膜炎などの定

点当たり報告数は、過去 5 年 間の同時期と比較してやや多くなってい

る。  

 （ Infectious Diseases Weekly Reportより抜粋   

  厚生労働省感染症研究所感染症情報センター感染症情報室提供）  



ＷＨＯ疫学週報抜粋抄訳            平成１３年７月５日  
          愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）       
２００１年５月１８日号（７６巻２０号）  
☆リンパ系フィラリア症。蚊によって媒介される寄生虫症。リンパ管

系に寄生してリンパ流の鬱帯から象皮病、陰嚢水腫などを発症、局所

の感染を反復。血中に放出された子虫が蚊によって伝播。現在世界の

熱帯・亜熱帯地区で 1 .2 億の感染者があり 2500 万例が陰嚢水腫、 1500
万例が象皮病などのリンパ系疾患に罹患している（地図あり：アフリ

カ全域と東南アジア、ブラジルを中心とした南米）。最近２０年間で

根絶の可能性が見えてきた：①安全性が確立された二剤同時一回投与

で半年以上血中フィラリアの劇的な減少が可能となった。②野外調査

に有効な簡便で感度良好な末梢血検査（抗体検査）の開発と腹部超音

波診断の応用。今後の目標の方針として①常在地区から根絶、②罹患

者の治療、がＷＨＯではとりあげられている。  
☆ケニアのマラリア：マラリア常存地である同国厚生省がマラリア情

報網を発足した。   
☆ハンセン病：多剤同時使用で治癒率が向上、診断率も良くなった現

在、世界では６ヵ国（ブラジル、インド、マダガスカル、モザンビ－

ク、ミャンマ－、ネパ－ル）が残された常在国であり、患者の調査と

治療が緊急の課題となっている。  
☆インフルエンザ：０１年５月。オ－ストラリア（Ｂ型）、チリ（Ａ

型）。  
☆０１年５月１１－１７日届出。コレラ：ガ－ナ、マダガスカル、モ

ザンビ－ク、インド、黄熱：ガ－ナ。  
 
２００１年５月２５日号（７６巻２１号）  
☆インフルエンザ：香港の養鶏場におけるＡ型（Ｈ５Ｎ１）の発生。

３養鶏業者から鶏の大量死の報告があり当局は監視体制をひいて鶏の

移動を中止。現在のところヒトの感染例はなく、Ａ（Ｈ５Ｎ１）が分

離されたが以前９７年に流行した株とは異なっている。  
☆髄膜炎菌Ｗ１３５型（この数年間、常存地や常存地から欧米への輸

入例でみられている型）。５月１６日時点で報告はブルキナファソ、

中央アフリカ、デンマ－ク、フランス、ノルウェ－、サウジアラビア、

シンガポ－ル、英国）。  
☆ポリオ根絶。西・中央アフリカ：ポリオ根絶計画の進展にもかかわ

らずいまだにポリオ野生株が分離され急性弛緩性麻痺（ＡＦＰ）が発

生している西・中央アフリカ１６ヵ国の１９９９年－２０００年の状

況 の ま と め 。 ① １ 歳 ま で に ポ リ オ 生 ワ ク の ３ 回 接 種 終 了 者 は 48％
（ 12％－ 90％）。②ＡＦＰ発生数は２０００年に 879、野生株分離陽性
例は４１例、適切なウイルス検査材料はＡＦＰの３７－８４％から収

集。③ポリオ生ワク一斉接種日の国際化：２０００年１０月－１１月

に国境を接している各国で一斉接種が実施されるようになった。ポリ

オ根絶のためこうした努力がはらわれている。  
☆インフルエンザ（０１年５月）：アルゼンチン、香港、ノルウェ－。

いずれもＡ型（Ｈ１Ｎ１、Ｈ３Ｎ１）とＢ型の混合流行。  
☆０１年５月１８－２４日届出。コレラ：ブラジル、エクアドル、エ

ルサルバドル、ガテマラ、メキシコ、ニカラガ、ペル－、ベネゼラ。  
黄熱：リベリア。  
 
 



平成１３年７月５日              愛知県感染症情報   

          愛知県衛生研究所企画情報部  （文責  磯村）       

 この数日間の酷暑の町を歩いているとインド・ヒンドスタン平原の

夏を思い出します（ 40℃をこえる毎日でした）。何もする気にならず

に、ボケッとしていたものです。所でいつも貴重な情報を有難うござ

います。６月後半のまとめをお送りします。  

 

１．名古屋市内：市内各地区で家族単位、学級単位で麻疹が小規模発

生を繰り返しています。ほぼ全例がワクチン未接種者で成人麻疹もみ

られ、高校でも発生しています。要入院例も目立っています（名鉄病

院宮津先生、第一日赤有吉先生、中京病院柴田先生、労災病院山田先

生、大同病院水野先生）。大同・水野先生が成人麻疹対策として未罹

患・未接種成人に接種を開始してみえます。手足口病・ヘルパンギ－

ナの発生が各地区でみられるようになり、無菌性髄膜炎による入院も

目立つようになりました（名鉄・宮津先生、第一日赤有吉先生、城北

病院渡辺先生、千種区今枝先生、三菱病院岩間先生、労災・山田生）  

。伝染性紅斑が地域によって差がありますが全市的に流行、アデノウ

イルスによる発熱例（高熱、肺炎気管支炎、消化器症状で要入院例目

立つ）、咽頭結膜熱、流行性角結膜炎なども各地区で発生しています

（名鉄・宮津先生、第一日赤有吉先生、国立病院伊藤先生、城北・渡

辺先生、千種区今枝先生、三菱・岩間先生、中京・柴田先生、労災・

山田先生、大同・水野先生）。その他、感染性胃腸炎（千種区今枝先

生）、ＥＢウイルス感染症（国立・伊藤先生、労災・山田先生）、川

崎病（第一日赤有吉先生）などのお手紙でした。  

 

２．尾張地区：犬山市武内先生からは水痘、ムンプス、手足口病、ヘ

ルパンギ－ナ、伝染性紅斑が散発中、江南市昭和病院西村先生からは

手足口病と咽頭結膜熱目立つ、常滑市民病院上田先生からはヘルパン

ギ－ナ、手足口病、伝染性紅斑、溶連菌感染症が目立ち手足口病と異

なる全身の発疹症あり、ムンプス髄膜炎、重症水痘、麻疹の入院例が

目立ちブ菌性火傷様皮膚症候群１例入院とのお手紙です。  

 

３．三河地区：トヨタ病院木戸先生からは熱と咳があるＣＲＰ弱陽性

患児が目立ち、肺炎（マイコプラスマを含む）、咽頭炎の入院あり、

岡崎市民病院糸洲先生からは手足口病と無菌性髄膜炎、知立市近藤先

生からはムンプス、手足口病、ヘルパンギ－ナが流行中でカンピロバ

クタ－腸炎１例、病原性大腸菌感染症２例あり、伝染性紅斑、溶連菌

感染症の散発が続いている、刈谷市田和先生からは手足口病、ヘルパ

ンギ－ナ、咽頭結膜熱の他に３－４日の高熱の感冒や 37℃台の熱に頭

痛、嘔吐を伴う例あり、ムンプス多発中で伝染性紅斑散発、碧南市永

井先生からは幼児学童の溶連菌感染症多く、ヘルパンギ－ナ流行中、

豊橋市からはムンプス、ヘルパンギ－ナ、咽頭結膜熱が発生している。  


